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〈マーク寄贈者〉　7月 21 日～ 8月 20 日
　▼北海道　成田実幸　㈱アルファ技研　JA
北海道信連▼岩手県　田口れい子　五十嵐紀子
　三田康子▼宮城県　伊在井かよ　宮城ダイハ
ツ販売㈱　野﨑愛▼山形県　内山幸江　奥山俊
　佐藤聡子▼福島県　佐藤ひとみ　㈱トヨタユ
ーゼック▼茨城県　高野美都江　後藤秀昭▼栃
木県　鈴木めぐみ　長岡花恵　飯島忍　益子町
農地水多面的機能保全推進協議会　匿名希望▼
群馬県　小川妙子　損害保険ジャパン㈱群馬支
店　関昌一　匿名希望▼埼玉県　大澤真美　田
嶋康恵　岩﨑佳代子　緑茶喫茶睦　OKI ソフト
ウェアユニオン　あいう園美園浦和美園駅前保
育園　中村あやこ　小倉浩子　さいたま市民　
髙橋惠　戸田中央総合病院　森恵美子　飯田明
美　田口飛翔　吉田　匿名希望▼千葉県　大森
由里子　青山春江　石井良子　明治安田生命柏
南営業所　山田美佐子　髙本真人　小熊智里　
西村敬子　関かよ子　匿名希望▼東京都　田嶋
　トム・クサヴァーの会　西都潤子　㈱ジェー・
シー・スタッフ　西田弘志　（一社）日本ゴル
フツアー機構　㈱ジェイコム東京港・新宿局　
日本俳優連合　吉田隆　伊賀　大竹瞳　丹羽瑛
子　野瀬典子　平野彩　平松清美　吉井幸子　
石渡絢子　市川佳世子　伊藤紀　今泉まゆみ　
大野　大野利美　大森こづえ　奥隅文子　栗原
智子　近藤富美子　城南信用金庫六郷支店　妻
島　日本基督教団小金井緑町教会　福嶋政昭　
森博之　あいおいニッセイ同和損害保険㈱　イ
オン銀行従業員組合　池田貴子　奥村園子　高

麗佳代子　中央区立有馬幼稚園　テクノホライ
ゾン㈱　半井千枝子　目白教会　柿原明子　紺
野良子　酒井恵美　ジャパン収集ボランティア
倶楽部　寺田真人　花城健弘　水口有紀子　山
桑眞弓　大和町調剤薬局　匿名希望▼神奈川県
　内田桂子　中元かよ子　林喜美子　佐野沙織
　島田英影・島田操　志村愛美　世界平和統一
家庭連合宮崎台家庭教会　千田美景　原田未来
　伊東孝子　岩﨑典子　片山　なかまゆ　柳川
千賀子　横浜環境保全㈱　青木美穂　加藤美和
　伊達和子　町田さくら　石黒琢一郎　匿名希
望▼新潟県　地域密着型複合施設わしま　落合
教美　佐藤芳子▼富山県　舟崎和美▼石川県　
アイスター商事代理店山本か乃子　野﨑里英子
▼福井県　福井県企業等ボランティア・社会貢
献連絡会▼山梨県　駿台甲府高ボランティア部
▼長野県　柳澤美帆　入沢由美子▼岐阜県　山
本洋子　匿名希望▼静岡県　堀尾玲奈　小笠原
留美子　杉井浩美　加茂栄里　菅沼公子　畠中
将也　掛川市立曽我小学校区学童保育所「そが
っ子クラブ」　木村亜希子　岡谷不二子　小保
内千恵子　㈱遠州急行　木村八千代　匿名希望
▼愛知県　後藤直也・佐知子・久人　渡辺設計
㈱　二村憲人　堀中理冴　豊川市ひまわり会　
名古屋市立城山中学校　岡澤陽子　㈱アルペン
サステイナビリティ推進プロジェクト　神田惠
市　碧南市大浜まちかどサロン管理組合　町園
裕子　匿名希望▼三重県　本田直美▼滋賀県　
野々口英一▼京都府　中桐正至　㈱ハウツーホ
ーム南管理課　西村圭子　古庵修　匿名希望▼

大阪府　㈱セブン・イレブンジャパン　ソリュ
ーションズ㈱　片山明　協和キリン労組関西支
部　アイスター商事代理店田中康子　畑井恭子
　N　河野昇峰（克士）　増田千佳　大森寿昭　
辻本里華　東京製綱労組 TWCC 堺支部　阪神
葬祭　東君江　吉岡美紀子　岡島和子　三浦真
紀子　匿名希望▼兵庫県　内海和子　久原有紀
子　伊藤昌子　石田純子　関西 SRI グループ会
　谷垣茂　三田市つつじが丘南2-3丁目自治会
　日本郵政グループ労組近畿ゆうちょセンター
支部　匿名希望▼奈良県　匿名希望▼岡山県　
天満屋ストア労組　横山悦子　栄田綾子▼広島
県　芦田祐香　sora12　中国労働金庫労組▼
山口県　匿名希望▼徳島県　寿屋商事㈱　藤井
芳枝▼香川県　四国労働金庫労組　鍋島七海　
山本芽生　匿名希望▼高知県　山岡朋子▼福岡
県　橋本恭子　馬場厚誠　碓井文子　川口　栄
光社看板店　松木美寿々　大庭英治　福岡市男
女共同参画推進センター・アミカス　幸田昴久
　外山　山田正巳　匿名希望▼長崎県　県立島
原翔南高ボランティア委員会　井川美香　安永
恵美▼熊本県　地域生活支援センターせいすい
　九州労金労組熊本支部　匿名希望▼大分県　
妹尾▼鹿児島県　鹿児島市立武岡中生徒会▼沖
縄県　マツダ　沖縄県労金労組　仲間ダイア▼
　照雄　伊達直人▼無記名＝ 63件

〈友愛援助申し込み〉　8月 1日～ 8月 31 日
　◆茨城県　額田小（那珂市）

8 月
勝沼授産園	 山梨県甲州市	 7,000,022
森の台小	 横浜市緑区	 5,043,612
朝日小	 大分県別府市	 5,000,837
第六小	 東京都三鷹市	 4,004,162
烏山小	 東京都世田谷区	 4,024,244
大歳小	 山口市	 4,045,197
牟礼小	 山口県防府市	 4,039,751
湯本第一小	 福島県いわき市	 3,036,743
戸田小	 千葉県市原市	 3,003,343
東部中	 長野県伊那市	 3,017,535
高浜中	 愛知県高浜市	 3,018,512
別府小	 兵庫県加古川市	 3,028,822
浜松こども園　浜松市南区	 2,050,969
十日市小	 広島県三次市	 2,059,544
泉川小	 愛媛県新居浜市	 2,005,262
留萌聖園幼稚園　北海道留萌市	1,000,204
第一幼稚園	 新潟県長岡市	 1,005,628
平針小	 名古屋市天白区	 1,018,323
内山下幼稚園　岡山市北区	 1,000,141

　愛知県の豊川市社会福祉協議会（社協）が中高生向け
に「青少年ボランティア体験学習」を企画し、8月 8日、
御津福祉保健センターで中高生 4人がベルマークの仕
分けを体験しました。講師は、同市の旧御津町地域で収
集ボランティアをしている「ひまわり会」の平野美千代
さんと今泉久代さんが務めました。	
　ベルマークを集めて仕分けし、近隣の参加学校に寄贈
する活動をしている「ひまわり会」。収集には郵便局な
どに協力してもらい、ベルマークのほかに、ペットボト
ルキャップや使用済み切手も集めています。1999 年 7
月に発足したグループで、設立者から活動を引き継いで、
現在代表を務めているのが平野さんです。
　ベルマークの仕分け体験に申し込んだのは、ボラン
ティアに興味のある中学生 3人と高校生 1人。まず、
平野さんが伝えたのは、ベルマークは「ほんのちょっと
心がければ、1点が 1円の価値をもつ。とても身近なボ
ランティア」ということ。生徒には 1人 2枚ずつ、ベル

マーク一覧表を渡し、「まずは関心を持って。一覧表は 1
枚を誰かにあげることで運動が広がる」と説明しました。
　体験内容は、協賛会社別にマークを仕分けて、指定の
袋に入れる作業です。時間が始まると、生徒は黙々と仕
分けに取り組み、予定していた 1時間で全てのマーク
を仕分け、袋に入れることができました。
　ひまわり会が、豊川市社協のボランティア体験に協力

するようになったのは、約 10年前。平野さんによると、　
毎年「楽しかった」と話してくれる生徒が多く、「ボラ
ンティア活動に興味を持ってもらうきっかけづくりが出
来ているのかも」と手応えを感じているそうです。今泉
さんは「仕分けを楽しんでもらえることが嬉しい。参加
者には、ベルマークを集める意義も知ってもらえたらい
いな」と、若い世代に期待を寄せています。

　福島と熊本の中学生が交流する「中学生未来サミット
in 熊本」が、8月 7日から 10 日の 4日間、熊本県芦北町
の「あしきた青少年の家」で開催されました。東日本大震
災による原発事故と水俣病を互いに学びながら、ふるさ
との未来や人としての生き方について話し合いました。
　福島と熊本の有志でつくる実行委員会主催。福島県か
らは福島市、伊達市
の中学生 36 人、熊
本県からは水俣市、
芦北町、津奈木町の
中学生 11 人が参加
しました。
　1日目、福島の中学生たちは、熊本地震による被害の
復旧工事が進んでいる熊本城を見学し、穏やかな不知火
海を見渡せる「あしきた青少年の家」に入りました。
　2日目は、水俣病の語り部として活動されている杉本
肇さんの講演がありました。「病気の苦しみより差別の
方が怖かった」と打ち明けた母親の言葉が忘れられない
と言います。正しく知ることが差別をなくす最大の武器

になる、という杉本
さんの言葉に、真剣
に耳を傾けていまし
た。このあと生徒た
ちは水俣病資料館を
訪れました。
　2日目の夜と3日目は、中学生たちが8班に分かれて、
「ふるさとの未来にどう貢献できるか」をテーマにした
アクションプランを考えました。「それ、いいね」「ちょっ
と聞いて」。研修室には、賑やかな声が飛び交います。〝熟
議〟は延べ 7時間にも及びました。
　最終日は、場所をホールに移しての発表会です。桃と
水俣のデコポンを使った新しいお菓子、福島と熊本の人

たちに正しい知識と
前向きなイメージ
を持ってもらうため
の施策、東日本大震
災と水俣病の絵本、
特産品食べ歩きツ

アー、福島と熊本の特産品を集めたカフェ、くまモンと
赤べこを合体させた新キャラクター「くまべこ」、福島
特産の桃を使った新感覚ジュース、架空の街「カントリー
タウン」……。どの班も素晴らしい内容でした。
　生徒たちの感想です。
　「福島と熊本の共通の課題を見つけて、それを解決す
るためのアクションプランを本気で考えました。今後の
福島と熊本の復興と活性化に向けて自分が出来ることを
見つけて取り組んでいきたい」（福島県伊達市・中 3）
　「もう参加する前の自分には戻れません。素晴らしい
話し合いや生活ができて、仲間と協議する大切さがよく
分かりました。この 4日間で自分を大きく変えること
ができたのが、一番うれしい」（熊本県水俣市・中 1）
　交流事業は、東日本
大震災翌年の2012
年から始まり、今回
で13 回目になりま
す。財団は、この活動
を支援しています。

豊川市社協で中高生が仕分け体験

福島と熊本の中学生が「ふるさとの未来」描く

収集ボランティア「ひまわり会」が協力

中学生未来サミットin熊本

ベルマーク寄贈者・友愛援助リスト（敬称略） 大台達成校

①
参
加
者
に
、仕
分
け
の
手
順
を
説
明
す
る
平

野
さ
ん
　
②
仕
分
け
た
マ
ー
ク
は
紙
袋
に
入
れ

て
い
く
　
③
マ
ー
ク
を
仕
分
け
る
平
野
さ
ん

（
左
）と
今
泉
さ
ん

① ② ③


